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◇書 評◇

S.N.Eisenstadt&LRoniger

Pα かoπs,α εθπψsα η♂Frεeπd:s

CambridgeUniversityPress,1984

相沢 哲

本
書
は
様
々
な

凶昌
8
壱
奠
ωo
昌
巴

関
係

(友
人
関
係
、
種

々
の
儀
礼
的
関
係

-
血
盟
に
よ
る
義
兄
弟
、
名
付
け
親
等

々
、
バ
ト
ロ
ソ
ー
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
関
係

な
ど
)
と
そ
れ
ら
を
生
み
出
す
社
会
的
条
件
の
比
較
研
究

(ア
イ
ゼ
ソ
シ
ュ
タ

ッ
ト
の
近
年

の
諸
著
作
と
同
じ
く
、
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
社
会
学
部
の
「
比
較
文
明
」

研
究
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
沿

っ
た
も
の
)
で
あ
る
。
.か
な
り
大
部
な
著
作
で

あ
る
の
で
、
以
下
で
は
議
論
の
本
筋
に
的
を
絞

っ
た
要
約
と
解
説
を
試
み
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
人
間
関
係
は
、
純
粋
な
信
頼
と
精
神
的
価
値
の

領
域
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
試
み
の
発
現
で
あ
る
。
本
書
に
お
け
る
人
間
関
係

の
比
較
分
析
の
中
心
的
問
題
は
、
社
会
秩
序
の
中
の
信
頼
と

「意
味
」
の
制
度

化
、
そ
れ
ら
の
制
度
化
に
伴
う
矛
盾

・
緊
張
の
動
態
で
あ
る
。
信
頼
の
構
築
は
、

制
度
的
秩
序
の
編
成
の
基
本
的
次
元
で
あ
る
と
同
時
に
、
常
に
そ
の
制
度
的
秩

序
を
越
え
よ
う
と
す
る
試
み
と
し
て
も
現
れ
る
。

著
者

の
分
析
的
視
点
は
、
ま
ず
社
会
学
史
に
沿
う
形
で
明
か
に
さ
れ
る
。
古

典
社
会
学
の
時
代
よ
り
、
社
会
秩
序
の
編
成
、
維
持
を
説
明
す
る
た
め
次
の
四

つ
の
次
元
が
着
目
さ
れ
て
き
た
。
①
分
業
、
特
に
市
場
の
組
織
化

(ア
ダ
ム

・

ス
ミ
ス
以
来
)
②
権
力
の
制
御

(主
に

マ
ル
ク
ス
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
よ
る
)
③

信
頼

・
連
帯
の
構
築

(テ
ン
ニ
ー
ス
、
デ

ュ
ル
ケ
ム
)
④
行
為
の
意
味
と
正
当

性
の
付
与

(
ウ
ェ
ー
バ
i
、
デ

ュ
ル
ケ
ム
)
。
こ
れ
ら
四
つ
の
次
元
が
パ
ー
ソ

ン
ズ
に
よ
り
A
G
I
L
図
式

(分
業

・
権
力

・
信
頼

・
意
味
龍
経
済

・
政
治

・

統
合

・
文
化
お
よ
び
動
機
づ
け
)
と
し
て
定
式
化

・
体
系
化
さ
れ
、
機
能
主
義

社
会
学
は
四
つ
の
次
元
が
社
会
構
造
に

「織
り
込
ま
れ
る
」
制
度
的
プ

ロ
セ
ス

を
特
定
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。た
だ
し
本
書
に
お
い
て
着
目
さ
れ
る
の
は
、

む
し
ろ
パ
ー
ソ
ン
ズ
等
が
う
ま
く
処
理
で
き
な
か

っ
た
諸
次
元
間
の
不
整
合
、
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緊
張
の
動
態

(例
え
ば
、
日
本
は
じ
め
多
く
の
非
西
欧
諸
国
に
見
ら
れ
る
、
経

済
発
展
、
政
治
機
構
の
近
代
化
と
、
文
化

・
象
徴
体
系
の
領
域
に
お
け
る
リ
ア

ク
シ
ョ
ナ
リ
ィ
な
方
向

へ
の
変
化
が
相
即
的
に
現
れ
る
事
例
の
よ
う
な
、
上
述

の
諸
領
域
に
お
け
る
変
化
の
方
向
性
と
テ
ン
ポ

の
ず
れ
等
。
こ
の
問
題
は
、
パ

ト
ロ
ン
ー
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
関
係
の
研
究
に
関
し
て
特
に
重
要
な
位
置
を
占
め

る
)
で
あ
る
。

さ
て
、
全
て
の
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
形
成
に
お
い
て
、
信
頼

・
意
味
と

手
段
的

・
権
力
的
関
係
と
は
様

々
な
様
式
で
織
り
混
ぜ
ら
れ
る
。
こ
の
織
り
混

ぜ
は
、
専
門
的
に
分
化
し
た
領
域
よ
り
、
属
・性
的

・
連
帯
的
集
合
体

(親
族
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
、
階
層
、
民
族
、
ま
た
パ
ト
ロ
ン
ー
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
等
)
に
お
い
て
非
常
に
緊
密
に
な
る
。
こ
う
し
た
無
条
件
的
関
係
を
伴

う
集
団
に
お
け
る
資
源
の
流
れ
を
組
織
立
て
る
方
法
を
、
著
者
は
モ
ー
ス
に
従

っ
て

コ

般
交
換
」

(専
門
化
さ
れ
た
制
度
的
市
場
に
お
い
て
、
主
と
し
て
利

害
関
心
か
ら
為
さ
れ
る

「特
殊
交
換
」
と
対
照
を
為
す
)
と
措
定
す
る
。
こ
こ

で
留
音
心せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の

一・般
交
換
/
特
殊
交
換
の
識
別
は
、
レ

ヴ
ィ
ーー
ス
ト
ロ
ー
ス
の

一
般
交
換
/
限
定
交
換
の
分
類
と
は
異
な
る
も
の
だ
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
著
者
の
言
う

一
般
交
換
は
、
レ
ヴ
ィ
H
ス
ト
ロ
ー
ス
に

よ
り
、
財
が

一
方
的
に
移
転
し
な
が
ら
交
換
の
リ
ン
ク
が
循
環
し
て
閉
じ
る
こ

と
に
よ
り
互
酬
性
が
達
成
さ
れ
る
交
換

の
シ
ス
テ
ム
に
与
え
ら
れ
た
名
称
で
は

な
く
、
モ
ー
ス
に
よ
り

「
一
般
化
さ
れ
た
」
交
換
で
あ
り
、
信
頼
の
確
立
、
デ

ュ
ル
ケ
ム
言
う
と
こ
ろ
の

「社
会
生
活
の
前
契
約
的
要
素
」
の
維
持
の
働
き
を

す
る
、
「全
体
的
社
会
事
実
」
と
し
て
の
交
換
全
般
で
あ
る
。

一
般
交
換
に
よ
り
、
制
度
的
秩
序
に
お
け
る
信
頼
は
確
立
さ
れ
る
。
し
か
し
、

ま
さ
に
そ
れ
が
制
度
で
あ
る
ゆ
え
、
純
粋
な
信
頼

・
連
帯
、
親
密
さ
、
崇
高
に

し
て
素
朴
な
価
値

へ
の
参
与
、
平
等
性
な
ど
を
求
め
る
試
み
は
、
そ
の
外

へ
あ

ふ
れ
出
る
。
例
え
ば

一
般
交
換
の
制
度
化
は
、
全
て
の
社
会
に
お
い
て
「
エ
リ
ー

ト
」
の
競
合
あ
る
い
は
共
働
に
よ

っ
て
、
交
換

の
原
則
の
特
定
、
公
共
財
と
資

格
の
設
立
等
を
通
七
て
遂
行
さ
れ
る
。

つ
ま
り

エ
リ
ー
ト
の
連
合
の

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
通
し
て
、
信
頼

の
構
築
、
意
味
の
供
給
、
権
力
の
規
制
と
分
業
の
編

成
は
結
び
付
け
ら
れ
る
。
か
く
し
て

一
般
交
換
の
制
度
化
は
必
然
的
に
権
力
と

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
強

い
要
素
を
含
む

(全
成
員
が
平
等
で
、
水
平
的
互
酬
の
み

を
行

っ
て
い
る
社
会
な
ど
存
在
し
な
い
)
。
こ
の
混
淆
の
た
め
、
純
粋
で
あ
る

べ
き
信
頼

」・
連
帯
の
次
元
は
権
力
的

・
手
段
的
関
係
に
よ
り

「汚
染
」
さ
れ
る
.。
.

こ
の

一
般
交
換
の
特
定
化
を
通
し
て
の
信
頼
の
制
度
化
が
必
然
的
に
伴
う
緊
張

か
ら
、
純
粋
な
信
頼
の
領
域
の
回
復
を
求
め
る
、
新
し
い
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の

形
成

へ
の
傾
向
が
発
展
す
る
。
友
人
関
係
、
種

々
の
儀
礼
的
人
間
関
係
、
制
度

の
間
隙
に
現
れ
る
パ
ト
ロ
ン
ー
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
関
係
の
形
成
は
、
家
族

・
親
族

の
領
域
の
外
に
、
さ
ら
に
制
度
的
枠
組
を
超
え
て
純
粋
な
信
頼
の
領
域
を
構
築

し
よ
う
と
す
る
試
み
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
論
的
視
軸
か
ら
具
体
的
な
比
較
分
析
-
様
々
な
個
人
間
関

係
の
類
型
と
、
そ
れ
ら
が
発
現
す
る
社
会
の
制
度
的
マ
ト
リ

ッ
ク
ス
、
特
に
そ

の
制
度
的
統
合
の
核
心
で
あ
る

一
般
交
換
の
様
式
と
の
関
連

の
検
討
が
為
さ
れ

る
。ま

ず
パ
ト
ロ
ン
ー
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
関
係

(煩
わ
し
い
の
で
以
下
P
C
R
と
略

記
す
る
)
が
、
多
様
な
地
域

・
時
代
に
及
ぶ
膨
大
な
事
例
を
挙
げ
て
詳
細
に
検

討
さ
れ
る
。
従
来
の
P
C
R
の
比
較
研
究
、
類
型
論
の
ほ
と
ん
ど
は
そ
の
具
体

書評185



的
組
織
的
側
面

(ダ
イ
ア
デ
ィ
ッ
ク
、
ト
リ
ア
デ

ィ
ッ
ク
、
よ
り
広
い
ブ

ロ
ー

ヵ
1
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
等
々
)
か
ら
分
類
を
試
み
て
き
た
。
し
か
し
実
際
に
は

そ
う
し
た
P
C
R
の
具
体
的
形
態
は
、
同
じ
社
会
の
同
じ
領
域
に
お
い
て
も
し

ば
し
ば
短
期
間
に
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
著
者
は
、
先
述
の

一
般
交
換
を
鍵
概
念
に
し
て
類
型
化
を
試

み
る
。
そ
の
際
最
も
重
要
か
つ
本
質
的

な
区
分
は
、
当
該
社
会
の
制
度
的
統
合

の
核
心
を
構
成
し
て
い
る
、

一
般
交
換

の
様
式
と
し
て
の
P
C
R

(筆
者
は
こ

れ
を

「
他
に
適
当
な
言
葉
が
な
い
の
で
」

一、般
交
換
の
ク
ラ
イ
エ
ソ
テ
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク

・
モ
デ
ル
と
名
付
け
る
)
と
、
中
心
的
制
度
的
関
係
の
間
隙
に
生
じ
る

「
付
加
物
」

(巴
α
①
昌
身

目
)
と
し
て
の
P
C
R

(
つ
ま
り
、
当
該
社
会

の

一

般
交
換
が
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク

・
モ
デ
ル
以
外
の
様
式
で
構
造
化
さ

れ
て
い
る
場
合
)
と
の
識
別
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
南
部
、
ス

ペ
イ
ン
他
の
地
中
海
沿
岸
諸
国
、
ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
、
東
南
ア
ジ
ア
の
多
く

の
諸
社
会
に
お
い
て
は
、

一
般
交
換

の
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
様
式

に
よ
る
構
造
化
が
支
配
的
で
あ
り
、

一
方
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中

国
等
に
お
け
る
P
C
R
は
、
制
度
の
隙
間
に
存
在
す
る

「付
加
物
」
(そ
れ
は

一
般
交
換
の
限
ら
れ
た
部
分
を
構
成
す

る
こ
と
が
社
会
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る

場
合
と
、
正
統
化
さ
れ
ぬ
非
公
式
な
も

の
で
あ
る
場
合
と
が
あ
る
)
で
し
か
な

い
。な

お
、
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク

・
モ
デ
ル
以
外
の

一
般
交
換

の
主
要

な
様
式
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
。
自
治
共
同
体
的
親
族
モ
デ
ル

(「未

開
」
社
会
、
「
部
族
」
社
会
に
お
い
て
見
ら
れ
る
)、
属
性
に
よ
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

・
モ
デ
ル

(イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
制

度
や
歴
史
上
の
封
建
的
諸
社
会
)
、
普
遍

主
義
的
モ
デ
ル

(
こ
れ
は
さ
ら
に
、
今
日
の
西
欧

・
北
米
諸
国
に
お
い
て
支
配

的
な
開
放
的
多
元
主
義
的
モ
デ
ル
、
歴
史
上
の
い
く
つ
か
の

「帝
国
」
や
全
体

主
義
的
国
家
に
お
い
て
見
ら
れ
る
全
体
主
義
的
モ
デ
ル
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
小
国

に
多
い
多
極
共
存
的
モ
デ
ル
に
細
分
さ
れ
る
)
。
こ
れ
ら
の
モ
デ

ル
と
比
較
し

て
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
モ
デ
ル
の
諸
特
徴

(例
え
ば
そ
の
存
在
は
、

潜
在
的
に
自
由
な
資
源
の
流
れ
、
広
い
市
場
、
そ
れ
ら
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す

る
潜
在
的
に
普
遍
主
義
的
な
前
提
と
、
そ
れ
ら
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
エ
リ
ー

ト
の
継
続
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
試
み
と
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
、
な
ど
)
が

明
か
に
さ
れ
、
さ
ら
に
、

一
般
交
換
の
、
属
性
に
よ
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

・
モ
デ

ル
の
付
加
物
と
し
て
の
P
C
R

(事
例
と
し
て
イ

ン
ド
、
ル
ワ
ン
ダ
、
近
代
化

以
前
の
日
本
な
ど
)
と
、
普
遍
主
義
的
モ
デ
ル
の
付
加
物
と
し
て
の
P
C
R

(ア

メ
リ
カ
、、
ソ
連
、
イ
ス
ラ
エ
ル
等
)
の
諸
特
徴
が
議
論
さ
れ
る

(例
え
ば
普
遍

主
義
的
モ
デ
ル
が
優
越
的
な
社
会
に
お
い
て
は
、
当
然
P
C
R
は
正
統
化
さ
れ

ず
、
P
C
R
に
対
す
る
強
い
社
会
的
対
抗
力
が
働
く
こ
と
、
な
ど
)
。

次
い
で
、
上
述
の

一
般
交
換
の
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
モ
デ
ル
を

生
み
出
す
社
会
的
諸
条
件
が
探
求
さ
れ
る
。
こ
の
問
題
は
、
従
来
の
研
究
に
お

い
て
は
し
ば
し
ば
経
済
発
展
お
よ
び
政
治
の
近
代
化
の
停
滞
に
よ
り
説
明
さ
れ

て
き
た
。
だ
が
実
際
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
諸
社
会

(地
中
海

沿
岸
、
中
南
米
、
東
南
ア
ジ
ア
の
諸
国
)
に
お
い
て

一
般
交
換
の
ク
リ
エ
ン
テ

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
モ
デ
ル
自
体
は
、
地
方
の
よ
り
広
域
な
市
場

へ
の
編
入
、
経

済
の
成
長
、
政
治
機
構
の
近
代
化
等
々
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
組
織
的
形
態
を

変
え
つ
つ
存
続
す
る
。

著
者
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
モ
デ
ル
を
生
み
出
し
、
ま
た
維
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持

・
存
続
さ
せ
る
条
件
を
、
先
に
挙
げ
た
制
度
的
秩
序
の
構
成
要
素

(信
頼

・

意
味

・
権
力
・・
分
業
)
と
そ
れ
ら
の

「
織
り
混
ぜ
」
を
担
う
エ
リ
ー
ト
の
構
造
、

彼
等
・の
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
お
け
る
特
徴
に
見
出
そ
う
と
す
る
。
そ
れ
ら
の

特
性
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。
経
済
に
お

け
る

「
粗
放
的
」

・
搾
取
的
性
格
、
エ
リ
ー
ト
層
も
下
層
も
含
む
主
要
な
社
会

的
セ
ク
タ
ー
の
自
律
性

・・集
団
意
識
の
弱
さ
、
主
要
な
属
性
的
集
団
内
の
信
頼

の
弱
さ
、
公
的
制
度

へ
の
信
頼
の
弱
さ
、
等
。
こ
れ
ら
の
諸
条
件
が
同
じ
階
層

・
同
じ
社
会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
メ

ン
バ
i
間
の
資
源
を
め
ぐ
る
争

い

(
つ
ま
り
、
例
え
ば
様

々
な
資
源
を
獲
得
す
べ
く
下
層
階
級
が
団
結
し
て
エ

リ
ー
ト
層
に
闘
争
を
挑
む
の
で
は
な
く
、
下
層
階
級
内

・
エ
リ
ー
ト
間
に
闘
争

が
生
じ
、
両
者
の
間
に
P
C
R
が
形
成
さ
れ
る
)
と
い
う
事
態
に
帰
結
す
る
の

で
あ
る
。

さ
ら
に
著
者
は
、
先
に
挙
げ
た
P
C
R
の
組
織
的
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
、
パ

ト
ロ
ン
及
び
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
役
割
取
得
の
形
態
や
交
換

の
内
実

の
ヴ

ァ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
整
理
し
、
そ
れ
ら
の
体
系
的
分
析
を
試
み
る
。
子
細
は
省
か

ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
を
説
明
す
る
の
に
用
い
ら

れ
る
べ
き
主
要
な
変
数
の

一
つ
が
、
先
に
出
て
き
た
政
治

・
経
済
の
領
域
に
お

け
る
近
代
化
の
水
準
な
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
著
者
は
従
来
の
P
C
R
研
究
の

弱
点
を
克
服
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
、・
P
C
R
に
関
す
る
包
括
的

・
網
羅
的
な
議
論
に
比
し
て
、

そ
の
他
の
儀
礼
的
人
間
関
係
、
友
人
関
係
な
ど
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
先
行
研

究
の
少
な
さ
も
あ

っ
て
予
備
的

・
試
験
的
な
も
の
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
と
も

あ
れ
、
そ
の
中
心
的
な
問
題
は
こ
こ
で
も
、
様

々
な
人
間
関
係
を
通
し
て
の
信

頼
の
領
域
の
構
築
の
試
み
及
び
そ
れ
に
内
在
す
る
緊
張
の
表
出
と
、
社
会
秩
序

の
中
の
信
頼
の
制
度
化
と
の
間
の
密
接
な
、
し
か
も
弁
証
法
的
な
関
係
の
分
析

で
あ
る
。

個
人
間
関
係
を
通
し
て
信
頼
の
領
域
を
築
く
試
み
は
、
必
然
的
に
次
の
よ
う

な
緊
張
を
伴
う
。
①
純
粋
な
連
帯
、
精
神
的
価
値
の
強
調
と
、
関
係
に
伴
う
互

酬
的
交
換
の
よ
う
な
具
体
的
義
務
と
の
間
の
緊
張
②
そ
う
し
た
関
係
を
安
定
化

す
べ
く
、
新
た
に
自
己
制
度
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
と
、
制
度
か
ら
の
離
脱
へ

の
傾
向
と
の
間
の
緊
張
③
社
会
秩
序
の
基
底
に
あ
る
素
朴
な
価
値
を
維
持
し
よ

う
と
す
る
傾
向
と
、
制
度
的
秩
序

へ
の
敵
対
的
志
向
と
の
間
の
緊
張
。
こ
れ
ら

の
ア
ン
ビ
ヴ

ァ
レ
ン
ス
の
現
れ
方
は
、
当
然
社
会
の
諸
々
の
条
件
に
よ

っ
て
異

な
る
。
例
え
ば
構
造
的
分
化
の
水
準
の
低
い
社
会

(「部
族
」
社
会
な
ど
)
で

は
、
親
族
の
領
域
を
超
え
た
連
帯
的
関
係
の
形
成
の
試
み
は
、
結
局
そ
れ
自
体
(

儀
礼
的
に
規
定
さ
れ
た
制
度

へ
と
形
式
化
す
る
。

一
方
、
よ
り
社
会
構
造
が
分

化
し
た
社
会
で
は
、
こ
う
し
た
関
係
は
非
制
度
化
、
私
的
領
域
化
す
る

(個
人

間
関
係
の
制
度
化
の
度
合
い
と
、
そ
の
社
会
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ヴ

ァ
シ
L
の
領

域
の
承
認
と
は
反
比
例
す
る
)
。
そ
れ
は
制
度
的
領
域
で
生
み
出
さ
れ
た
緊
張

を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
り
、
間
接
的
に
制
度
的
秩
序
を
支
え
る
機
能
を
果
た
す

場
合
も
あ
れ
ば

(旧
来
の

「第

一
次
集
団
」
「
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
集
団
」
の
機

能
は
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
)
、
そ
う
し
た
関
係

・
集
団

が
、
制
度
的
秩
序
に
対
す
る
敵
対
的
な
、
V
。
タ
ー
ナ
ー
の
表
現
を
借
り
れ
ば

財
巨

口
巴

な
傾
向
、
さ
ら
に
は
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
社
会
秩
序

へ
の
志
向
を
持

つ
場
合
も
あ
る
。

そ
う
し
た
個
人
間
関
係
の
制
度
的
秩
序

へ
の
敵
対
的
傾
向
の
強
度
は
、
個
人
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間
関
係
の
形
態

の
ヴ

ァ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン

一
般
を
生
み
出
す
諸
要
因
と
同
じ
次

元
、
即
ち
そ
の
社
会
の

一
般
交
換
の
構
造
化
の
様
式
、
資
源
の
フ
ロ
ー
を
コ
ン

ド
ロ
ー
ル
す
る
エ
リ
ー
ト
の
連
合
の
構
成
と
、
そ
う
し
た
エ
リ
ー
ト
に
担
わ
れ

る
主
要
な
文
化
的
志
向
、
様
々
な
制
度
的
領
域
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
分
化
の
程

度
と
各
領
域
に
適
用
さ
れ
る
原
則
に
関
わ
る
問
題
等

々
に
条
件
づ
け
ら
れ
る
。

.
例
を
挙
げ
れ
ば
、
信
頼
が

一
般
交
換

の
全
体
主
義
的
モ
デ
ル
に
従

っ
て
制
度
化

さ
れ
て
い
る
ほ
ど
、
敵
対
的
傾
向
は
シ
ン
ボ
リ
ヅ
ク
に
明
確
に
な
り
、
か

つ
良

く
組
織
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。
対
照
的
に
、
社
会
的
中
心
が
弱
く
エ
リ
ー
ト
が

属
性
的
ユ
ニ
ッ
ト
に
埋
め
込
ま
れ
て

い
る
場
合
や
、
信
頼
が

一
般
交
換
の
ク
ラ

イ
エ
ン
テ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
モ
デ
ル
に
従

っ
て
制
度
化
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
場

合
に
は
、
そ
う
し
た
敵
対
的
傾
向
は
あ
ま
り
明
確
に
な
ら
ず
、
様

々
な
制
度
的

領
域
に
拡
散
し
て
ゆ
く
。

全
体
の
結
論
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
全
て
の
社
会
に
お
い
て
、
新
し

い
人
間
関
係
を
形
成
し
、
制
度
的
秩
序

を
超
え
る
こ
と
に
よ
る
、
さ
ら
に
は
そ

の
変
革
を
目
指
す
こ
と
に
よ
る
、
信
頼

の
領
域
の
構
築
の
試
み
は
、
信
頼
の
制

度
化
を
形
づ
く
る
力
に
大
き
く
影
響
さ
れ
、
そ
の
具
体
的
な
形
態
は
、
継
続
的

に
変
化
す
る
そ
の
力
に
従

っ
て
様

々
な
ヴ

ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
示
す
。
し
か
し

制
度
的
秩
序
の
超
越
を
、
あ
る
い
は
そ

こ
か
ら
の
離
脱
を
求
め
る
試
み
は
、
ま

た
新
た
に
制
度
的
秩
序
の

一
構
成
要
素
と
な
り
、
信
頼
の
領
域
を
築
く
試
み
は

形
を
変
え
て
社
会
に
存
在
し
続
け
る
。

つ
ま
り
、
人
間
関
係
の
形
成
に
よ
る
純

粋
な
連
帯
の
追
求
は
、
決
し
て
十
全

に
成
功
す
る
こ
と
が
無
い
ゆ
え
、
全
て
の

社
会
に
お
い
て
発
展
し
、
存
在
し
続
け
る
。
こ
れ
は
ー

と
、
著
者
は
締
め
く

く
る
ー

人
間
の
根
源
的
条
件
に
内
在
す
る
窮
屈
さ
の
し
る
し
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
本
書
は
、
様
々
な
個
人
間
関
係
の
類
型
を
、

一
貫
し
た
パ
ー

ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
か
ら
体
系
的
に
分
析
し
た
極
め
て
・野
心
的
な
研
究
で
あ
り
、
少

な
く
と
も
P
C
R
に
関
し
て
は
現
在
の
研
究
水
準
の
頂
点
に
あ
る
も
の
の

一
つ

と
言

っ
て
間
違
い
な
い
。

特
に
興
味
深
い
の
は
、
信
頼
と
社
会
秩
序
の
弁
証
法
、
即
ち
信
頼
の
構
築
が

社
会
の
安
定
要
因
で
あ
る
と
同
時
に
動
因
で
あ
る
と
い
う
視
点
が
、
結
果
的
に

「
第

一
次
集
団
」
「
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
集
団
」
の
再
解
釈
を
促
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
今
日
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
関
す
る
議
論
や
、
集
団

・
組
織
論
、

特
に
資
源
動
員
論
の
中
核
的
問
題
の

一
つ
に
別
の
角
度
か
ら
、
あ
る
い
は
よ
り

深
い
場
所
か
ら
光
を
投
げ
か
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
評
者
自
身
は
、自
民
党
政
権
の
長
期
存
続
を
可
能
に
し
た
諸
条
件
、

特
に
そ
の
地
域
に
お
け
る
支
持
獲
得
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
、
日
本
の
特
殊
性
に
解

消
す
る
こ
と
な
く
、
「普
遍
語
」
で
記
述

・
解
明
し
た
い
と
い
う
問
題
音
心識
か

ら
、
P
C
R
に
関
心
を
持

つ
に
至

っ
た
の
だ
が
、
と
り
わ
け
近
代
的
要
素
と
「
土

着
」
の
要
素
と
の
相
互
作
用
、
お
よ
び
権
力
と

「私
的
」
な
人
間
関
係
と
の
混

淆

へ
の
着
目
に
お
い
て
、
本
書
の
議
論
か
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
大
で
あ

っ
た
。

評
者
と
し
て
は
、
特
に
近
代
化
論
、
権
力
論
に
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
方
に

本
書
の

一
読
を
お
勧
め
し
て
、
結
び
の
言
葉
と
し
た
い
。
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